
16ビット10µsサンプリングCMOS
A/Dコンバータ

特　長 概　要
● サンプリング･レート：100kHz（最小）

● 工業標準入力範囲：±10V
● SINAD：20kHz入力で86dB（最小）

● 積分直線性誤差：±3.0LSB（最大）
● 微分直線性誤差：16ビット ノーミッシング･コード

● +5V単一電源動作

● 12ビットのADS7804とピン･コンパチブル

● 内部または外部リファレンスを使用可能

● フルパラレル･データの出力

● 消費電力：100mW（最大）

● 28ピン0.3インチ幅プラスチックDIPおよびSOP

　ADS7805は、最新のCMOS構造を使用した完全な16ビッ
トのサンプリングのA/Dコンバータです。このコンバータ
は、キャパシタ･ベースの逐次比較型16ビットA/Dコン
バータで、この方式が本質的に持つ電荷蓄積機能を利用し
たサンプル/ホールドと、リファレンス、クロック、マイ
クロプロセッサ用インターフェース、およびトライステー
ト出力ドライバ等のA/Dコンバータに必要な全機能を内蔵
しています。
　ADS7805の仕様は、100kHzのサンプリング･レートで規
定されており、全温度範囲で保証されています。斬新な設
計により、+5Vの単一電源で動作し、100mW以下の低消費
電力ながら、高精度にレーザ･トリミングされたスケーリ
ング抵抗により、工業標準の±10Vの入力範囲を実現してい
ます。
　ADS7805は28ピンのプラスチック0.3インチ幅DIPおよび
SOPで供給され、どちらも–25℃から+85℃の工業温度範囲
で仕様が完全に規定されています。
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このデータシートに記載されている情報は、信頼しうるものと考えておりますが、不正確な情報や記載漏れに関して弊社は責任を負うものではありません。情報
の使用について弊社は責任を負えませんので、各ユーザーの責任において御使用下さい。価格や仕様は予告なしに変更される場合がありますのでご了承下さい。
ここに記載されているいかなる回路についても工業所有権その他の権利またはその実施権を付与したり承諾したりするものではありません。弊社は弊社製品を生
命維持に関する機器またはシステムに使用することを承認しまたは保証するものではありません。

分解能 16 * Bits

アナログ入力
電圧範囲 ±10V * V
インピーダンス 23 * kΩ
容量 35 * pF

スループット速度
変換時間 アクイジション＋変換 10 * µs
スループット･レート 100 * kHz

DC精度
積分直線性誤差 ±4 ±3 LSB(1)

ノーミッシング･コード 15 16 Bits
トランジション･ノイズ（2） 1.3 * LSB
フルスケール誤差（3,4） ±0.5 ±0.25 %
フルスケール誤差ドリフト ±7 ±5 ppm/℃
フルスケール誤差（3,4） 外部 2.5000V リファレンス使用 ±0.5 ±0.25 %
フルスケール誤差ドリフト 外部 2.5000V リファレンス使用 ±2 * ppm/℃
バイポーラ･ゼロ誤差（3） ±10 * mV
バイポーラ･ゼロ誤差ドリフト ±2 * ppm/℃
電源感度 +4.75V < VD < +5.25V ±8 * LSB

(VDIG = VANA = VD)

AC精度
スプリアスフリー･ダイナミック･レンジ（SFDR） fIN = 20kHz 90 94 dB(5)

全高調波歪（THD） fIN = 20kHz –90 –94 dB
信号/（雑音＋歪）比（SINAD） fIN = 20kHz 83 86 dB

–60dB Input 30 32 dB
S/N比（SNR） fIN = 20kHz 83 86 dB
フルパワー帯域幅（6） 250 * kHz

サンプリングのダイナミック特性
アパーチャ遅延 40 * ns
過渡応答 FSステップ 2 * µs
過電圧復帰（7） 150 * ns

リファレンス
内部リファレンス電圧 2.48 2.5 2.52 * * * V
内部負荷に供給可能なソース電流 1 * µA

  （外部バッファを使用してください）
内部リファレンス･ドリフト 8 * ppm/℃
直線性仕様を満たす 2.3 2.5 2.7 * * * V

      外部リファレンス電圧範囲
外部リファレンス電流ドレイン 外部 2.5000V リファレンス使用 100 * µA

デジタル入力
ロジック･レベル
　VIL –0.3 +0.8 * * V
　VIH +2.0 VD +0.3V * * V
　IIL ±10 * µA
　IIH ±10 * µA

デジタル出力
データ･フォーマット
データ･コーディング
　VOL ISINK = 1.6mA +0.4 * V
　VOH ISOURCE = 500µA +4 * V
リーク電流 ハイ･インピーダンス状態 ±5 * µA

VOUT = 0V to VDIG

出力容量 ハイ･インピーダンス状態 15 15 pF

デジタル･タイミング
バス･アクセス時間 83 * ns
バス解放時間 83 * ns

パラレル16ビット
2進数の2の補数

ADS7805P, U ADS7805PB, UB

パラメータ 条件 最小 標準 最大 最小 標準 最大 単位

仕様
特に記述のない限り、T

A
 = –25°C～+85°C、f

S
 = 100kHz、V

DIG
 = V

ANA
 = +5V、内部リファレンス使用です。
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アナログ入力：VIN ............................................................................. ±25V
CAP ........................................ +VANA+0.3V～AGND2–0.3V
REF .......................................... AGND2への無制限の短絡

VANAへの瞬時短絡
グランド電圧差：DGND、AGND1、AGND2 ................................... ±0.3V
VANA ........................................................................................................ 7V
VDIG～VANA ........................................................................................ .+0.3V
VDIG ......................................................................................................... 7V
ェジタル入力 ...............................................................–0.3V～+VDIG+0.3V
最大接合部温度 .............................................................................. +165°C
内部消費電力 ................................................................................. 825mW
リード線の温度（10秒間の半田付け）............................................. +300°C

パッケージ情報

モデル パッケージ パッケージ図番号（1）

ADS7805P プラスチックDIP 246
ADS7805PB プラスチックDIP 246
ADS7805U SOP 217
ADS7805UB SOP 217

電源
仕様に規定された性能

VDIG VANA以下 +4.75 +5 +5.25 * * * V
VANA +4.75 +5 +5.25 * * * V
IDIG 0.3 * mA
IANA 16 * mA

消費電力 fS = 100kHz 100 * mW

    温度範囲
仕様に規定された性能 –25 +85 * * °C
ディレーティングした性能 –55 +125 * * °C
保存 –65 +150 * * °C
熱抵抗（θJA）
プラスチックDIP 75 * °C/W
SOP 75 * °C/W

御発注の手引き

最小信号 　
最大直線性誤差 /（雑音＋歪） 仕様温度

モデル （LSB） 比（dB） 範囲 パッケージ

ADS7805P ±4 83 –25°C～+85°C プラスチックDIP
ADS7805PB ±3 86 –25°C～+85°C プラスチックDIP
ADS7805U ±4 83 –25°C～+85°C SOP
ADS7805UB ±3 86 –25°C～+85°C SOP

注：（1）LSBは最下位ビットを意味します。16ビット、±10V入力のADS7805の場合、1LSBは305µVです。（2）ワーストケースの遷移および温度における標準的なrms
ノイズ。（3）図1に示す固定抵抗で測定されます。外付けポテンショメータでゼロに調整できます。（4）フルスケール誤差は、トリムされない－フルスケールまたは＋フ
ルスケールのワーストケース値と、理想的な最初および最後のコード･トランジションとの偏差を、遷移電圧で除算（フルスケール･レンジで除算しない）した値で、オフ
セット誤差の影響が含まれます。（5）単位がdBのすべての仕様はフルスケール±10V入力を基準にしています。（6）フルパワー帯域幅は信号/（雑音+歪）比が60dB、すなわ
ち10ビット精度に低下したときのフルスケール入力周波数で定義されます。（7）フルスケールの2倍の過電圧が印加された後、仕様に規定された性能に復帰するまでの
回復時間。

ADS7805P, U ADS7805PB, UB

パラメータ 条件 最小 標準 最大 最小 標準 最大 単位

仕様
特に記述のない限り、TA=–25℃～+85℃、fS=100kHz、VDIG=VANA=+5V、内部リファレンス使用です。

静電気放電対策

静電気放電はわずかな性能の低下から完全なデバイスの故障に至
るまで、様々な損傷を与えます。すべての集積回路は、適切なESD
保護方法を用いて、取扱いと保存を行うようにして下さい。高精度
の集積回路は、損傷に対して敏感であり、極めてわずかなパラメー
タの変化により、デバイスに規定された仕様に適合しなくなる場合
があります。

絶対最大定格

注：（1）詳細図および寸法表については、データシートの巻末を参照してください。
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1 VIN アナログ入力。図7参照。

2 AGND1 アナログ･グランド。グランド基準点として内部で使用。

3 REF リファレンス入出力。2.2µFのタンタル･コンデンサをピンとグランド間に接続する。

4 CAP リファレンス･バッファ･コンデンサ。2.2µFタンタルをグランドとの間に接続する。

5 AGND2 アナログ･グランド。

6 D15（MSB） O データ･ビット15。変換結果の最上位ビット（MSB）。CSが“ハイ”またはR/Cが“ロー”のときハイ･インピーダンス状態にな
る。

7 D14 O データ･ビット14。CSが“ハイ”またはR/Cが“ロー”のときハイ･インピーダンス状態になる。

8 D13 O データ･ビット13。CSが“ハイ”またはR/Cが“ロー”のときハイ･インピーダンス状態になる。

9 D12 O データ･ビット12。CSが“ハイ”またはR/Cが“ロー”のときハイ･インピーダンス状態になる。

10 D11 O データ･ビット11。CSが“ハイ”またはR/Cが“ロー”のときハイ･インピーダンス状態になる。

11 D10 O データ･ビット10。CSが“ハイ”またはR/Cが“ロー”のときハイ･インピーダンス状態になる。

12 D9 O データ･ビット9。CSが“ハイ”またはR/Cが“ロー”のときハイ･インピーダンス状態になる。

13 D8 O データ･ビット8。CSが“ハイ”またはR/Cが“ロー”のときハイ･インピーダンス状態になる。

14 DGND デジタル･グランド。

15 D7 O データ･ビット7。CSが“ハイ”またはR/Cが“ロー”のときハイ･インピーダンス状態になる。

16 D6 O データ･ビット6。CSが“ハイ”またはR/Cが“ロー”のときハイ･インピーダンス状態になる。

17 D5 O データ･ビット5。CSが“ハイ”またはR/Cが“ロー”のときハイ･インピーダンス状態になる。

18 D4 O データ･ビット4。CSが“ハイ”またはR/Cが“ロー”のときハイ･インピーダンス状態になる。

19 D3 O データ･ビット3。CSが“ハイ”またはR/Cが“ロー”のときハイ･インピーダンス状態になる。

20 D2 O データ･ビット2。CSが“ハイ”またはR/Cが“ロー”のときハイ･インピーダンス状態になる。

21 D1 O データ･ビット1。CSが“ハイ”またはR/Cが“ロー”のときハイ･インピーダンス状態になる。

22 D0（LSB） O データ･ビット0。変換結果の最下位ビット（LSB）。CSが“ハイ”またはR/Cが“ロー”のときハイ･インピーダンス状態
になる。

23 BYTE I 上位8ビット（“ロー”）または、下位8ビット（“ハイ”）のどちらかに切り替える。

24 R/C I CSが“ロー”でBUSYが“ハイ”のときR/Cの立ち下がりエッジで新しい変換が開始される。CSが“ロー”の場合、R/Cの立ち
上がりエッジでパラレル出力がイネーブルされる。

25 CS I 内部でR/CとOR接続されている。もしR/Cが“ロー”であれば、CSの立ち下がりエッジで新しい変換を開始する。

26 BUSY O 変換の開始でBUSYは“ロー”になり、変換が完了しデジタル出力がアップデートされるまで“ロー”を保つ。

27 VANA アナログ電源入力。標準+5V。0.1µFセラミックおよび10µFタンタル･コンデンサでグランドにデカップリングする。

28 VDIG デジタル電源入力。公称+5V。ピン27に直接接続する。VANAと同じか、それ以下でなければならない。

ピン番号 ピン名 デジタルI/O 説明

表I. ピン構成

ピン配置

VDIG
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BUSY
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R/C

BYTE
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D8

DGND
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8

9
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28

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

16

15

ADS7805
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代表的性能曲線
特に記述のない限り、T

A
 = +25°C、f

S
 = 100kHz、V

DIG
 = V

ANA
 = +5V、内部リファレンス、図6bに示す固定抵抗を使用しています。
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代表的性能曲線
特に記述のない限り、T

A
 = +25°C、f

S
 = 100kHz、V

DIG
 = V

ANA
 = +5V、内部リファレンス、図6bに示す固定抵抗を使用しています。
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図1. 基本操作

基本操作
　図1に、ADS7805をフル･パラレルデータ出力で操作する場合の
基本回路が示されています。R/C（ピン24）を最低40ns（最大7µｓ）
“ロー”にすることによって変換が開始され、BUSY（ピン26）が
“ロー”になります。BUSYは変換が完了し出力レジスタが更新さ
れるまで“ロー”が維持されます。データはピン6をMSBとする2の
補数バイナリ･フォーマットで出力されます。BUSYの立ち上がり
エッジでデータをラッチすることができます。BUSYが“ロー”の
間は、すべての変換コマンドが無視されます。
　ADS7805は変換の終了時に入力信号のトラッキングを開始しま
す。新しい信号の正確なアクイジションを保証するためには、変
換コマンド間に10µsを与える必要があります。オフセットおよび
ゲインは単一電源での外部トリムを可能にするように内部で調整
されています。
　外部抵抗がこの調整を補償します。またオフセットとゲインが
ソフトウェアで修正される場合は外部抵抗を取り除くことができ
ます（“キャリブレーション”の項を参照して下さい）。

変換の開始
　CS（ピン25）とR/C（ピン24）が最低40nsの間“ロー”になると、
直ちにADS7805のサンプル/ホールドがホールド状態になり変換
“n”が開始されます。BUSY（ピン26）は“ロー”になり変換“n”が完
了し内部出力レジスタが更新されるまで“ロー”が保持されま
す。BUSYが“ロー”の間はすべての新しい変換コマンドが無視さ
れます。新しい信号をアクイジションする時間が十分にないま
ま新しい変換が開始されてしまうので、CSとR/C、あるいはCS
またはR/Cは、BUSYが“ハイ”になる前に“ハイ”にならなければ
なりません。
　ADS7805は、変換の終了時に入力信号のトラッキングを開始し
ます。新しい信号の正確なアクイジションを保証するためには、
変換コマンド間に25µsを与える必要があります。表IIでCS、R/C、

およびBUSYの状態を参照して下さい。また、図3から図5のタイ
ミング図を参照して下さい。
　CSおよびR/Cは内部でOR接続されており、レベル･トリガされ
ます。変換を開始する際にはどの入力が最初に“ロー”になっても
構いません。しかし、CSまたはR/Cにより変換“n”を開始する場
合には、変換を開始する信号をアクティブにする前に、他方の信
号を最低でも10ns以上“ロー”に保たなければなりません。
　制御ピンの数を減らすためには、R/Cを読み取りおよび変換
モードの制御に使用してCSを“ロー”に接続することができます。
これは内部データ･クロックをシリアル出力モードで使用してい
る場合は影響ありませんが、パラレル出力はR/Cが“ハイ”になる
たびにアクティブになります。データのリードの項を参照して下
さい。

CS R/C BUSY 動作

1 X X なし。データバスはハイ･インピーダンス状態。

↓ 0 1 変換 “n” を開始。データバスはハイ･インピーダ
ンス状態を維持。

0 ↓ 1 変換 “n” を開始。データバスはハイ･インピーダ
ンス状態になる。

0 1 ↑ 変換 “n” 完了。変換 “n” の有効なデータがデータ
バスに現れる。

↓ 1 1 変換 “n” からの有効データでデータバスをイネー
ブルにする。

↓ 1 0 変換 “n-1”(1) からの有効データでデータバスをイ
ネーブルにする。変換 “n” は進行中。

0 ↑ 0 変換 “n-1”(1) からの有効データでデータバスをイ
ネーブルにする。変換 “n” は進行中。

0 0 ↑ 新しい信号のアクイジションなしで新しい変換
を開始。データは無効なものになる。BUSYが
“ハイ”になるとCSとR/C、またはCSかR/Cは
“ハイ”でなければならない。

X X 0 新しい変換コマンドは無視される。変換 “n” は
進行中。

注：（1）変換 “n-1” のデータ有効の制約は図3および図4を参照して下さ
い。

表II. “読み取り”および“変換”の制御ラインの機能
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ADS7805

BYTE HIGH
+5V

図2. BYTE（ピン23）の状態に応じたビット位置

データの読み取り
　ADS7805は、フルまたはバイト単位のパラレル･データをバイ
ナリの2の補数データ出力フォーマットで出力します。R/C（ピン
24）が“ハイ”でCS（ピン25）が“ロー”の時、パラレル出力がアク
ティブになります。これ以外のCSとR/Cの組合わせは、パラレル
出力をトライステート状態にします。有効な変換データは、ピン
6から13およびピン15から22で、フル･パラレル、16ビット×1
ワードまたは8ビット×2バイトで読むことができます。BYTE（ピ
ン23）は両方のバイトを1変換サイクル内で読み取るためにトグル
できます。理想的な出力コードは表IIIを、BYTEの状態に応じた
ビット位置は図2を参照して下さい。

パラレル出力（変換後）
　変換“n”が完了し出力レジスタが更新されると、BUSY（ピン26）
は“ハイ”になります。変換“n”からの有効データはD15-D0（ピン6
～13、およびピン15～22）で得られます。BUSYが“ハイ”になるの
を利用してデータをラッチすることができます。タイミングの制
約は表IVおよび図3、図5を参照して下さい。

パラレル出力（変換中）
　変換“n”が開始されると、変換“n”の開始後7µsまで変換“n-1”の
有効データを読むことができます。変換“n”の開始後7µs以降は無
効なデータを読み取る可能性があるので、BUSY（ピン26）が“ハ
イ”になるまでデータの読取りは行わないで下さい。タイミング
の制約は表IVおよび図3、図5を参照して下さい。
　注：最高の性能を得るためには、変換中にデータを読み取らな
いで下さい。非同期データ転送のスイッチング雑音がデジタル･
フィードスルーを引き起こし、コンバータの性能を劣化させま
す。
　制御ラインの数を減らすためには、R/Cを変換の開始およびコ
ンバータの出力モードの起動に使用してCSを“ロー”に接続するこ
とができます。図3を参照して下さい。

  記号 説明 最小 標準 最大 単位

t1 コンバート･パルス幅 40 7000 ns

t2 R/C“ロー”後のデータ有効遅延 8 µs

t3 R/C“ロー”からのBUSY遅延 65 ns

t4 BUSY“ロー” 8 µs

t5 変換終了後のBUSY遅延 220 ns

t6 アパーチャ遅延 40 ns

t7 変換時間 7.6 8 µs

t8 アクイジション時間 2 µs

t9 バス解放時間 10 35 83 ns

t10 データ有効後のBUSY遅延 50 200 ns

t11 R/C“ロー”後の 7.4 µs
前データ有効

t7 + t6 スループット時間 9 10 µs

t12 R/CからCSまでのセットアップ時間 10 ns

t13 変換間隔 10 µs

t14 バス･アクセス時間 10 83 ns
 およびBYTE遅延

表IV. 変換タイミング

デジタル出力
2の補数バイナリ

説明 アナログ入力 バイナリ･コード 16進コード

フルスケール･レンジ ±10V

最下位ビット 305µV
（LSB）

+フルスケール 9.999695V 0111 1111 1111 1111 7FFF
（10V–1LSB）

ミッドスケール 0V 0000 0000 0000 0000 0000

ミッドスケール –305µV 1111 1111 1111 1111 FFFF
から1LSB以下

–フルスケール –10V 1000 0000 0000 0000 8000

表III. 理想入力電圧および出力コード
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図3.  変換後に出力をイネーブルする場合の変換タイミング（CSを“Ｌ”に接続）

図4. CSによる変換制御と読み取りのタイミング
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図5. CSおよびBYTEによるデータ･バスの制御
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外部抵抗あり 外部抵抗なし 単位

BPZ –10 ＜ 誤差 ＜ 10 –50 ＜ 誤差 ＜ –15 mV
誤差 –30 ＜ 誤差 ＜ 30 –150 ＜ 誤差 ＜ –45 LSBs

ゲイン –0.5 ＜ 誤差 ＜ 0.5 –2 ＜ 誤差 ＜ –1 % of FSR
誤差

入力レンジ
　ADS7805には、標準±10Vの入力レンジが備えられています。
図6にハードウェア･トリムがある場合とない場合のADS7805に必
要な回路接続が示されています。オフセットおよびフルスケール
誤差(1)仕様は、図6bで示されている固定抵抗でテスト済み保証さ
れています。オフセットおよびゲインの調整については“キャリ
ブレーション”の項を参照して下さい。
　オフセットおよびゲインは、単一電源での外部トリムを実現す
るため内部で調整されています。外部抵抗はこの調整を補償しま
す。オフセットおよびゲインがソフトウェアで修正される場合は
外部抵抗は必要ありません（“キャリブレーション”の項を参照し
て下さい）。
　23kΩの公称入力インピーダンスは、内部抵抗ネットワーク（こ
のデータシートの表紙を参照）と外部抵抗の組合わせで生じま
す。入力抵抗分割ネットワークは、最低±25Vの過電圧保護を本
質的に備えています。外部回路に使用される1％抵抗によってコ
ンバータの精度やドリフトが犠牲になることはありません。これ
らの抵抗は内部抵抗に比較して影響が小さく、厳しい許容誤差も
要求されません。

注：（1）フルスケール誤差は、+FSと–FSの両方で測定され、オフセットおよび
ゲイン誤差を含んでいます。

キャリブレーション
　ADS7805は、ハードウェアでもソフトウェアでもトリムできま
す。オフセットの影響でゲインが変化するため、ゲインより前に
オフセットをトリムすることが必要です。最高の性能を得るため
には、調整を数回繰り返さなければならないことがあります。

ハードウェアでのキャリブレーション
　ADS7805のオフセットおよびゲインをハードウェアでキャリブ
レーションするには、図6aで示されている抵抗およびポテンショ
メータを取り付けて下さい。キャリブレーションの範囲は、オフ
セットが±15mV、ゲインが±60mVです。

ソフトウェアでのキャリブレーション
　ADS7805のオフセットおよびゲインをソフトウェアでキャリブ
レーションする場合は、外部抵抗は必要ありません。外部抵抗に
関しての詳細は“キャリブレーションなし”の項を参照して下さ
い。外部抵抗がある場合とない場合のオフセットおよびゲイン誤
差の範囲は、表Vを参照して下さい。

キャリブレーションなし
　回路接続は図6bを参照して下さい。アプリケーションによって
は図6bに示されている外部抵抗は必要ないことがあります。これ
らの抵抗は、単一電源によるキャリブレーションが可能なように
オフセットおよびゲインの内部調整を補償します。ADS7805の公
称伝達関数は、図7に示されているグレーの領域が境界になりま
す。標準的オフセットは–30mV、標準的ゲイン誤差は–1.5％で
す。外部抵抗がある場合とない場合のオフセットおよびゲイン誤
差の範囲は表Vを参照して下さい。

a) ±10V（ハードウェア･トリムあり）

図6.  外部抵抗がある場合とない場合の回路図

b) ±10V（ハードウェア･トリムなし）
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5
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CAP

REF

AGND1

VIN

+
2.2µF

+5V
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5
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CAP
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+
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33.2kΩ
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+
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注：1％金属皮膜抵抗を使用して下さい。

表V. 外部抵抗がある場合とない場合のバイポーラ･オフセットお
よびゲイン誤差
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図7. フルスケールの伝達関数

リファレンス
　ADS7805は、内部の2.5Vのリファレンスまたは外部リファレン
スで作動することができます。ピン3に外部リファレンスを与え
ることによって内部リファレンスをバイパスすることができま
す。REFのリファレンス電圧は内部的にバッファされ、CAP（ピ
ン4）に出力されます。
　内部リファレンスは8ppm/℃のドリフト（標準）を持ち、フルス
ケール誤差（ロー･グレードの場合は±0.5％、ハイ･グレードの場
合は±0.25％）の約20％の原因となります。

REF
　REF（ピン3）は、外部リファレンスの入力または2.5Vの内部リ
ファレンスの出力です。2.2µFのコンデンサをREFピンのできる
限り近くに接続して下さい。このコンデンサとREFの出力抵抗
は、リファレンス雑音の帯域幅を制限するローパスフィルタを形
成します。これよりも小さい値のコンデンサを使用すると、より
多くのリファレンス雑音を発生しSNRおよびSINADを劣化させま
す。REFピンは外部ACまたはDC負荷をドライブするのに使用し
ないで下さい。
　外部リファレンスの範囲は2.3V～2.7Vで、実際のLSBの大きさ
を決定します。リファレンス電圧を増大すると、コンバータのフ
ルスケールの範囲とLSBの大きさが増えSNRを改善することがで
きます。

CAP
　CAP（ピン4）は内部リファレンス･バッファの出力です。変換サ
イクル中のCDACのスイッチング電流を最適化するために、
2.2µFのコンデンサをできる限りCAPピンの近くに配置して下さ
い。このコンデンサは内部バッファの出力の補償も行います。
1µFよりも小さいコンデンサを使用すると、出力バッファの発振
を引き起こしCDACに十分な電荷を供給できなくなる可能性があ
ります。また2.2µFよりも大きな値のコンデンサを使用しても性
能は目立って改善されません。
　バッファの出力は、2mAまでの電流をDC負荷にドライブする
ことができます。CAPピンから2mA以上の電流を必要とするDC
負荷は、ADS7805の直線性を劣化させます。外部バッファを使用
すると、より大きなDC負荷およびAC負荷での内部リファレンス
の使用が可能になります。コンバータの性能を劣化させるので、
CAPの出力電圧で直接AC負荷をドライブしようとしないで下さ
い。

–9.99983V –9.9998V–10V

Digital
Output

7FFF

Analog
Input

8000

9.999815V +10V

Ideal Transfer Function
With External Resistors

Range of Transfer Function
Without External Resistors

9.9997V

–50mV

–15mV
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レイアウト
電源
　最高の性能を得るためには、アナログおよびデジタル電源ピン
を同一の+5V電源に接続し、またアナログとデジタル･グランドを
つなげて接続して下さい。電気的仕様の部分で示されているよう
に、ADS7805は90％の電力をアナログ回路に使用しますので、
ADS7805はアナログ･コンポーネントとして考えて下さい。
　A/Dへの+5Vの電力は、システムのデジタル･ロジックに使用さ
れる+5Vから分離して下さい。VDIG（ピン28）をデジタル電源に直
接接続すると、デジタル･ロジックからのスイッチング雑音に
よってコンバータの性能が落ちてしまいます。最高の性能を得る
ためには、+5V電源は他のアナログ･シグナル･コンディショニン
グなどに使用されているアナログ電源を使用して下さい。+12Vま
たは+15Vの電源がある場合は、簡素な+5Vのレギュレータを使用
することができます。もしもデジタル電源でコンバータに電源供
給しなければならない場合（どうしても必要な場合に限る）は、電
源を正しくフィルタして下さい。フィルタされたデジタル電源を
使用する場合もレギュレートされたアナログ電源を使用する場合
も、VDIGとVANAの両方を同一の+5Vソースに接続して下さい。

グランディング
　ADS7805には3つのグランド･ピンがあります。DGNDはデジタ
ル電源グランド、AGND2はアナログ電源グランドです。また
AGND1は、A/D内部のすべてのアナログ信号の基準となるグラ
ンドです。AGND1は電流に誘導された電圧降下に対してより敏
感なので、電源へのリターンパスの抵抗は最小にしなければなり
ません。
　最高の性能を実現するために、A/Dのすべてのグランド･ピン
はシステムのデジタル･ロジック･グランドから分離されたアナロ
グ･グランド･プレーンに接続して下さい。アナログおよびデジタ
ル･グランド･プレーンはどちらも、できる限り電源の近くで“シ
ステム”グランドに接続して下さい。こうすると、電源グランド
への同相インピーダンスを通してアナログ･グランドの変調を引
き起こすダイナミック･デジタル･グランド電流を防ぐのに役立ち
ます。

シグナル･コンディショニング
　多くのCMOS A/Dコンバータのサンプル/ホールドに使用され
るFETスイッチは、かなりの量のチャージ･インジェクションを
放出し、ドライブしているオペアンプを発振させる可能性があり
ます。ADS7805のFETスイッチによるチャージ･インジェクショ
ンの量は、他のCMOS A/DコンバータのFETスイッチの5％から
10％です。また、ADS7805は放出された電荷を減衰させる抵抗性
のフロント･エンドを備えており、その結果、フロント･エンドの
アンチ･エイリアス･フィルタに要求される条件が緩和されます。
アプリケーション上の信号をドライブ可能なオペアンプであれ
ば、ADS7805をドライブすることができます。
　ADS7805の抵抗性フロント･エンドは、±25Vまでの過電圧への
保護を保証します。ほとんどの場合、この保護によって外部の入
力保護回路を付ける必要がなくなります。

中間ラッチ
　ADS7805にはパラレル･ポート用のトライステート出力があり
ますが、変換中にバスがアクティブになる場合は中間ラッチを使
用して下さい。また変換中にバスがアクティブにならないなら
ば、トライステート出力はA/Dを同じバス上の他の周辺装置から
分離するのに使うことができます。A/Dがデータ･バス上の唯一
の周辺装置である場合もトライステート出力を使用できます。
　中間ラッチは、すべてのモノリシックA/Dコンバータに有効で
す。ADS7805の内部LSBサイズは38µVです。パラレル･ポートの
高速スイッチング信号からのトランジェントは、A/Dがトライス
テートの時でもサブストレートを通してアナログ回路と結合する
ことがあり、コンバータの性能を劣化する可能性があります。
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外観

BBJ000601K

パッケージ番号246 － 28ピン･プラスチック･シングル幅DIP

パッケージ番号217 － 28ピンSOP


